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ソーシャルイノベーションのための
リビングラボの実践と方法論研究

リビングラボを支えるインフラストラクチャの開発

生活者と未来の技術やサービスを共創する方法論＝「リビングラボ」に

     関する研究開発を進めています。

リビングラボを効果的に進めるためのインフラとして、各種支援手法や

      地域連携体制を構築しています。

リビングラボの知見の体系化。実践者のネットワーク化を進めています。

①リビングラボ実践を支援する手法の開発
Digital Future Hexagon: 

Socio-CPS視点での価値探索

②ソーシャルラボの実践：
地域連携体制構築

③知見の体系化・
    全国ネットワーキング

LL Management Tool:

LLのプロジェクトマネジメント
ツールの開発

リビングラボ（Living Lab）：

多様なステークホルダによる共創を通じて、サービスを
リビング（生活空間）でラボ（実験的に創出）するため
の仕組み（環境およびプロセス）

柏の葉での「市民ア
ドバイザ」運営

「みんなのまちづくり
スタジオ」との連携

Living Lab Laboratory

(LLL)での知見発信
各種関連組織との
連携 

Digital 

(Cyber)

Social

Physical

日本版の
リビングラボ
ガイドブック
の開発

日本のリビング
ラボの実践者や
研究者が集まる
コミュニティ

Platform-level LL Canvas

プラットフォーム型のLLの
立ち上げ・運営支援
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